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ウロの時宜を得た勧告がある。 「悪魔の策略に対抗 して立ちうるために,神パ

の武具で身を固めなさい。わたしたちの戦いは,血 肉に対するものではな く,

もろもろの支配と,権 威と,や みの世の主権者,ま た天上にいる悪の霊に対する戦

いである」(エ ペソ6:11-12)

毎 日私の机上を行きか う手紙や印刷物には我が国をはじめ他の国々の人々,特 に

両親の苦慮と心配,我 々の愛する全てのものを,す ぐにも失なって しまうのではな

いかとの恐れの言葉が見 られる。

今日,我 々は広 く行きわたっている,こ うかつな荒廃の悪にさらされている。こ

うした極悪で破壊的な悪は今や音楽や絵画にあらわれ,性 的な堕落やいわゆる性教

育の中にはびこっている。 これらの悪は幻覚剤の奨励,若 人向けの興味本位の雑誌

や秘密出版物,テ レビ,映 画,ラ ジオ番組の中に顕著に見 られるのである。

我々は,我 々をおびやかす不敬な無神論の力を打ち破 ることができる。 しか り,

全能なる神の助けによってできるのである。ほとんど我々を支配するかのように見

える悪の力と戦 って,我 々は勝利をおさめなければならない。霊感 された諸々の予

言者を通 して神があらわされた永遠の真理は変わることがなく,ま たこれか らも変

わることがないのである。 「悪魔の策略に対抗 して立ちうるために,神 の武具で身

を固め」ようではないか。安全への道は他に存在 していない。

神は死にたもうてはいない,神 は生 きたもうのである。なぜなら神は愛する御子

イエス ・キリス トと共に近代にあらわれたもうたか らである。
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今.月の表紙

紀元421年 にモ ロナイの版が地中

に埋 め られた時の周囲の情況 につい

て,モ ルモ ン経 にはほ とん ど記 され

て いないため,読 者は想像を阻まれ

て いた。

詩人,劇 作家,学 者,数 限 りない

著述家 に加 えて,今 一人 の画 家が描

写を試み た。 わずかな言葉 を手がか

りに,こ の モ ロナイの絵 は見事に描

かれてい る。 この作者 はア メ リカの

有 名な画家 トム ・ラベルで,教 会の

承認 の もとに描 き,間 もな く全世界

の教 会訪問者 セ ンター に掲 げ られる

であろ う。また おそ らく,末 日聖徒

は将 来にわた り,こ の絵 を使つ て,

クモ ラの丘で ニー フ アイの版 を埋 め

たモ ロナイの使命 を論 じ合 うに違 い

ない。

ラベル氏は これ によ り,モ ルモ ン

経 で最 も有 名な父 と子で あろ うモル
る

モ ンとモ ロナイの二人を描いた こと

になる。1968年4月,エ ラ誌 は,ラ

ベル氏 の手 によ るモルモ ンの絵 を表

紙 に載せ た。注意 して見 ると,モ ロ

ナイのつ けている腕輪は,モ ル モン

の絵 に描かれて い るもの と同 じで,

作者 は二代 にわ た り予 言者,歴 史記

録者,勇 士 であ った父 と子の関係を

描いてい る。
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ち の間 に伝 わ っ て き て,私 た ち の言 語

が 変 るにつ れ て変 っ た か ら変 体 エ ジ プ

ト文 字 と言 うの で あ る。 も し私 た ちの

版 が充 分 に大 き か った な ら,ヘ ブ ライ

語 で書 い た で あ ろ うが,ヘ ブ ライ 語 も

私 た ち の た め に変 って い る。 しか し,

ヘ ブ ライ語 で この記 録 が書 け た な らは

私 た ち の記 録 に は不 完 全 な所 が な か っ

た で あ ろ う。」(モ ル モ ン9:32～33)

あ る読 者 は,「 私 は これ で この 民 に

つ い て の話 を終 りに す る。私 は モル モ

ンの息 子 で あ って私 の 父 は ニ ー フ ァイ

の 子孫 で あ る」(モ ル モ ン8:13)の

言 葉 で モ ロ ナイ は 紀 元400年 に記 述 を

終 え た と考 えて い る。 モ ロナ イ の考 え

て い た よ うに歴 史 を 書 き終 えて い た と

した な ら,後 に だ れ か が 書 き加 え,翻

訳 し,つ ず め るた め に金 版 を ど こか へ

か く しおい た で あ ろ う。 さ もな くば,

さ迷 い 歩 く間,手 に 持 って い たで あ ろ

う。

ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 は1877年4

月25日 マ ン タ イ神 殿 用 地 に立 ち,ウ ォ

ー レ ンS .ス ノー に次 の よ うに述 べ

て い る。 「こ こは予 言 者 モ ロナ イ が立

ち,神 殿 の敷 地 と して奉 献 した場 所 で

灘霜
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あ る。 だ か ら この地 に決 あ た の だ 。 こ

こ以外 に神 殿 用 地 は な い 。」

モ ロナ イ は 神 聖 な 記 録 を 守 る とい う

召 しの 重要 性 を か な り長 い 間 考 えて い

た よ うに 思 わ れ る。

モ ロナ イ は,モ ル モ ン言8章13節 で

一 度記 述 を 終 えた とす る説 が あ る
。 モ

ロナ ・fが 「書 くこ と は少 い 」 「この民

に つ い て の 話 を 終 りに す る」(モ ル モ

ン8:1,13)と 記 した後 もさ らに書

き続 け た こ と は明 らか で あ る。 こ う述

べ た 後 もモル モ ン経 に後 につ け加 え る

で あ ろ う こ とを 述 べ か な りの こ とを つ

け 加 えた 。 モル モ ン言 の長 い第9章 を

記 し,イ テル の書 物 の翻 訳 を記 し,最

後 に 自身 の名 をつ け た章 で 終 っ て い

る。 最 後 の 日付 は紀 元421年 で終 って

い る。

そ れ ゆ え,「 私 モ ロナ イ は決 して キ

リス トを 否 定 しな い」 とい う証 を棄 て

な か った ただ 一 人 の生 き残 りモ ロナ ィ

が こ の キ リス トの第 二 の証 で あ る記 録

を 雪 の中 に ひ ざ まず い て か く し た 時

は,老 人 で あ っ た と考 え る方 が 賢 明 で

あ ろ う。

この人 が 黙 示 者 ヨハ ネが示 現 で 見 た

天 使 とな るべ き人 で あ った 。 「彼 は 地

に住 む 者 に ・宣 べ伝 え るた め に,永

遠 の福 音 を た す さえ て きて … ・ 」(黙

示14:6)末 日聖 徒 は,モ ロ ナイ が 古

代 に ヨハ ネの述 べ た天 使 で あ り,1831

年11月3日 オ ハ イ オ州 ハ イ ラ ムで 予 言
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者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に主 が啓 示 さ れ て

確 認 され た天 使 で あ る こ とを認 め て い

る。 「汝 ら この世 に住 む者 よ。 これ ら

の こ と汝 の中 に知 られ ん た め,永 遠 の

福 音 を持 ち天 の唯 中 を過 りて飛 ふ わ が

天 の使 を遣 わ せ り。 この 使 は す で に あ

る者 た ち に現 わ れ 人 間 に福 音 を 付 した

り。」(教 義 と聖 約133:36)モ ロ ナィ

は最 後 の章 で 「私 の 兄 弟 で あ る レ ーマ

ン人 」(モ ロナ イ10:1)に 別 れ を 告

げて,彼 らに キ リス トを 証 し,4節 に,

今 日末 日聖 徒 の宣 教 師 が 求 道 者 に モル

モ ン経 の証 を得 させ る時 に よ く使 う聖

句 で あ る大 き な訓 戒 を 与 えた 。

ラベル が新 た に 描 い た この 予 言 者,

勇士,さ す らい 人 は,モ ル モ ン経 最 後

の聖 句 を読 む と,孤 独 や さび しさ とい

っ た感 じは受 け な い 。 「さ らは,す べ

て の人 た ち よ 。私 は じき に行 って 私 の

霊 と私 の体 とが 再 び 相 合 す る まで 神 の

パ ラダ イ ス で 安 息 に 就 く。 私 は勝 利 を

得 て空 を飛 ん で 来 て,生 きて い る者 と

死 ん で い る者 との 永 遠 の 裁 判 官 で あ る

偉 大 な エ ホ バ の 楽 しい 『法 延 で あ な た

た ち に逢 う。 ア ー メ ン」」(モ ロ ナイ

10:34)
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れ以上悪 くしてはいけないと知 りなが ら,ど うして も出場 し

たいと言ってききませんでした。無理をお して参加 したので

途中で足がまったく動かな くなり,彼 は非常な激痛に見舞わ

れました。私たちが彼を病院に連れてい くと,彼 の説明を聞

いた医師は肉ばなれだろうと言い,そ の痛みは続き,な おる

のには時間がかかるし,お そらく回復 して も走れな くなるだ

ろうとい うことで した。グレッグは松葉杖を使って歩 くこと

になりました。

グレッグは,彼 らしく,絶 対走れるように回復 してみせる

と決意 していたようで した。

医師は検査に来なさいと言いました。 しかし,学 校の階段

を降 りていてだれかに松葉杖をけられ,下 までころげ落 ちた

時,痛 みは激 しかったのですが,グ レッグは注意 して安静に

していれば大丈夫だと考えて,医 師の所へは行 きませんで し

た。彼は痛さを表にあらわさないようにしていましたが,日

がたつにつれて悪 くなってい くように見え,体 重 も減 ってき

ました。彼の目は苦悩に満ち,や せた体はその痛みが非常に

つ らい ものであることを物語っていま した。

たまりかねた私たちが医師の所へ行 くと,グ レッグの肉ば

なれが,実 は骨肉腫(骨 に生 じる癌)で あったと知 らされま

した。グレッグの左足はもものつけねから切断 されま した。

グレッグは挫折 した生活や夢を再び建てなおさねばな りま

せんで した。17才 の彼に,そ れか らの将来が明 るく楽 しいと

言える人はいたで しょうか。わずか5ケ 月前の8月 に生まれ

て初めてデー トを して,パ ー トナーと踊 り,車 の運転を習い

始めたばか りで した。スポーツに もやっと優勝できるように

な り,1,500メ ー トル競争では優勝候補にまでなっていまし

た。一生懸命に努力を してやっと将来の道が開けてきた矢先

の ことで したσ

グレッグの足はできるだけ上まで切断 しなくてはならなか

ったので,10セ ンチそこそこが残されただけで,義 足をつけ

るのがやっとで した。彼の足は長かったので義足を操作する

のはなかなか大変なことで した。

彼が車の運転席にすわる方法を発見する以前のことでした

が,新 しい問題が出てきました。自分の足が10セ ンチにも満

たないため,直 角に座わる時 に義足が吸引力を失って足から

はなれそうになったので した。それで彼は背骨をそらして片

足の側だけで座 りま した。その結果痛みで気分がわるくなり

ま した。彼は家を離れると,義 足がゆるくなるのではないか
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とたえず心配 しました。

医師はできるだけ早 く学校卜戻ってみんなと同 じ生活をす

るようにと勧めましたが,グ レッグは上手に歩けるようにな

るまで学校へ行かないつもりで した。

歩 くという簡単な動作がどんなに複雑なものか考えてみた

人はいるでしょうか。私たちはいっしょに歩き方を勉強 しま

した。私が部屋の中を歩 くと,彼 がそれについて自分の足を

真似て義足を動かしました。来 る日も来る日も,く たくたに

疲れて しまうまで,練 習に練習を重ねました。

そしてついに,私 たちが 目標に していた新学期の始まる日

がやってきました。彼はみんなの目が自分に注がれているこ

とを意識 していました。心理的なことに加えて,学 校には階

段や傾斜路という新 しい難関が控 えています。

グレッグは手を貸そうとするのを断わって,足 を切断する

前 と同 じようにひとりで歩 きました。だれかの援助がどうし

て も必要な時でさえ,人 に頼むのをいやが りました。 このよ

うな時の精神的な苦痛がどんなものかほ,き っとだれにもわ

か らないでしょう。それに比浸たら体の痛みの方がずっと軽

い ものだ と思います。

どこへ行って も仲間に入 ることができず,毎 日の下校時に

は陸上 チームの練習 している様子を見なが ら家に帰 り,大 好

きな山を走ることができないことも,彼 の心を苦 しめ ま し

た。

ある日,せ がまれて彼を以前によ く行 っていた山へ連れて

いった時に,私 は,彼 が どんなに欲求不満を感 じていたか,

またその気持をよくがまんしていたかということを初めて知

りま した。山は雪が深いのでしたが,彼 はどうしても義足を

はず し,松 葉杖と片足で丘を登 りたいと言いま した。そんな

彼を見て,私 は羽をもぎとられてさえ飛ぼうとした高貴な鳥

のことを思い出 しました。そして彼のあとから,歓 声をあげ

て丘を登 りたい気持で した。 しか し,車 の所へ戻 ってきたグ

レッグは,静 かに足の雪を払いなが ら 「母さん,帰 ろうか」

と言 うだけで した。家に着 くと,彼 はシャベルで車道 とわき

の道の雪かきを して くれました。

グレッグはそれまでの人生の障害物にすべて打ち勝 って,

適応 してきま した。それはみんなが驚 くほどでした。 しかし

彼はそれでも満足せずに,友 だちに負けずに泳いだり,レ ス

リングを した りし始めました。
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信 仰 箇条 に要 約 され る真 理 の福 音 を

霊 感 に満 ちた パ ウ ロの手 紙 と比較 す

る時,こ の よ うな疑 問 が わ く。 この

各 神 権時 代 に生 きたふ た りの予言 者

は,信 仰 箇条 の共 著 者 で は あ るまい

か。

信仰箇条の共著者

ジ ョ ンW.ウ ェ ル チ

鵡
夢 ・ 碁

曇 ミ 避

1∵1窒 騒
ユ マ お き へ か ぞ

1∴ ド 許 マ

憾
謬

般 に言 われ て い る と ころ と逆 に,信 仰 箇 条 の う ちの 多

くは,ジ ョセ ブ ・ス ミス が ウエ ン トワ ース書 簡 と して

発 表 した1842年 以 前 に書 か れ た もの で あ る。 そ れ らは ジ ョセ

ブ ・ス ミスが 生 まれ る前 に書 か れ て い た 。簡 潔 に13の 箇 条 に

ま とめ られ て は い な いが,信 仰 箇 条 は直 接 あ るい は 間接 に 使

徒 パ ウ ロの書 簡 にす で に述 べ られ て い るの で あ る。 ペ テ ロの

時 代 か ら 「わか りに くい」(皿 ペ テ ロ3:16)と 言 わ れ て い

るパ ウ ロの書 簡 の 中 か ら,福 音 の核 心 だ けを 凝縮 して と りあ

げ た こと に,我 々 は ジ ョセ ブ ・ス ミス の天 与 の才 を 見 るの で

あ る。 信 仰 箇 条 とパ ウ ロの書 簡 との 著 しい 関 連 性 は,ふ た り

に神 よ り与 え られ た使 命 と一致 して い る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は福 音 を 回復 す る た め に 召 され た。 彼 の 仕事 は 永 遠 の 福 音 の

原 則 を初 期 の使 徒 た ち の教 会 で教 え た と同 じよ う に教 え る こ

とで あ っ た。 使 徒 パ ウ ロは,特 に異 邦 人 に福 音 を 教 え るた め

に召 され た。 彼 は イ エ ス ・キ リス トに 会 い,正 しい 知 識 を 得

て真 理 に改 宗 したが,ジ ョセ ブ ・ス ミス も1820年 にイ エ ス ・

キ リス トに会 っ た。 ふ た りの 同様 な 経験 と責 任 を 知 れ ば,根

本 と な る信 念 や評 価 の しか た が 似 通 って い る こ と も不 思 議 で

は な い。

パ ウ ロの名 前 は,共 著 者 と も言 うべ く,信 仰 箇 条 の 第13条

に 出 て く る。

われ らは,正 直,真 実,貞 潔,慈 善,高 徳 な るべ き こ と,

お よ び す べ て の人 に 善 を行 うべ きを 信 ず 。 ま こと に パ ウ ロ

の訓 戒 に従 う とい うを得 べ く,わ れ らはす べ て の こと を信

じ,す べ て の こ とを望 む 。 す で に 多 くの こ とを 堪 え忍 び た

れ ば,あ らゆ る こ とを堪 え忍 び得 ん こ とを望 む 。 も し何 に

て も,徳 高 き こ と,好 ま しき こ と,よ き聞 え あ る こ と,あ

る い は褒 むべ き こ とあ らば,わ れ らは これ らを たず ね も と

む る もの な り。

こ こに言 われ て い る 「パ ウ ロの 訓 戒 」 は1コ リン ト13:7

に 出て い る。 「(愛は)す べ て を 忍 び,す べ て を信 じ,す べ て

を 望 み,す べ て を耐 え る」。 双 方 の類 似 して い る こ と は 一 目

瞭 然 で あ る。 ま た この信 仰 箇 条 の 最 後 は パ ウ ロの他 の訓 戒 か

ら来 て い る。

最 後 に,兄 弟 た ち よ 。 す べ て 真 実 な こと,す べ て 尊 ぶ べ

き こと,す べ て正 しい こ と,す べ て 純 真 な こと,す べ て 愛

す べ き こと,す べ て ほ ま れ あ る こ と,ま た徳 と い われ る も

の,称 賛 に値 す る もの が あ れ ば,そ れ らの もの を心 に と め

な さ い。(ピ リピ4:8)

信仰箇条第一条:神 会

信仰箇条第一条 も,パ ウロの言葉に関係 している。

われ らは,永 遠 の 父 な る神 と,

トと聖 霊 とを信 ず。

その 御 子 イエ ス ・キ リス

パ ウ ロが 神 会 を ジ ョセ ブ ・ス ミス と同 じよ うに理 解 して い

た こと は,コ リ ン ト人 へ の 第 二 の 手 紙 で は っ き りわ か る。 そ

こで パ ウ ロは神 会 の 御 三 方 を 区 別 し,そ れ ぞ れ め働 き を述 べ

て い る。
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そ して 彼 は,あ る入 を使 徒 と し,あ る人 を預 言 者 と し,

あ る人 を伝 道 者 と し,あ る人 を牧 者,教 師 と して,お 立 て

に な っ た。(欽 定 訳 エ ペ ソ4:11)

米 国の 学 者 た ち に よ る聖 書 の現 代 語 版(RevisedStandard

Version)で は,上 の聖 句 が 「そ れ は,彼 の 賜 が,あ る人 を

使徒 と し,あ る人 を預 言 者 と し,あ る人 を伝 道者 と し,あ る人

を 牧者,教 師 とす る こと で あ っ た か らで あ る」と な って い る。

この聖 句 を信 仰 箇条 第 六 条 と比 べ て み よ う。

われ らは,教 会には,初 期の教会に在りたると同一の組

織,す なわち使徒,予 言者,監 督,教 師,祝 福師等のある

べきことを信ず。

一致 していることは明 らかである。これは,各 部分が総合

されて,単 なる総合以上に立派な全体ができているひとつの

例である。

信仰箇条第七条:聖 霊の賜

そのもうひとつの例は聖霊の賜である。個人的にみたまの

奇跡を経験 した入は,み たまそれ自身の広大な能 力 を 理 解

し,信 じるようになる。ジョセフ ・スミスは信仰箇条第七条

で,そ のようなみたまの賜を6つ あげている。

われらは,異 言を語 る力,予 言する力,啓 示,示 現を受

くる力,病 を医す力,異言を釈 く力等の賜あることを信ず。

パ ウ ロ も,み た ま の賜 を い くつ か あ げ て い る。9つ あげ て

い る うち の4つ は ジ ョセ ブ ・ス ミス が あ げ た 中 に含 ま れ て い

る。

す なわ ち,あ る人 に は御 霊 に よ っ て知 恵 の言 葉 が与 え ら

れ,ほ か の人 に!ま,同 じ御 霊 に よ っ て知 識 の言,ま た ほ か

の人 に は,同 じ御 霊 に よ って 信 仰,ま た ほか の人 に は,一

つ の 御霊 に よ って い や しの賜,ま た ほか の人 に は力 あ る わ

ざ,ま た ほ か の人 に は預 言,ま た ほか の 人 に は霊 を 見 わ け

る力,ま た ほか の人 に は種 々 の異 言,ま た ほか の人 に は異 言

を解 く力 が,与 え られ て い る。(1コ リ ン ト12:8-10)

このことは先にあげた現代語訳聖書には,も う少 しわかり

やす く書かれている。

い や しの 賜,予 言 の 賜,異 言 を と く賜 は,ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス とパ ウ ロの両 方 が 述 べ て い る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス の語 っ た

啓 示,示 現 を受 け る賜 は,パ ウ ロが述 べ た そ の他 の 賜,す な
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わち,知 恵,知 識,信 仰の賜 と密接な関係がある。

信仰箇条第十二条:法 に対する従順

次 に信 仰 箇 条 第 十 二 条 を 考 えて み よ う。 法 律 違 反 の 問 題

は,今 日 同様 初 期 の キ リス ト教 徒 に と って も重 要 な問 題 で あ

っ た。 彼 ら もイ リ ノイ州 に お け る モル モ ン の よ うに,た とえ

それ に よ り自分 た ち の死 を招 くこ とに な って も,皇 帝 や 総 督

と い う法 的 権 威 者 に従 った。 パ ウ ロは ロ ー マ人 に 「す べ て の

人 は,上 に立 つ 権 威 に従 うべ きで あ る」(ロ マ13:1),「 あ

な たが た は,彼 らす べ て に対 して,義 務 を 果 しな さい 。 す な

わ ち,貢 を 納 む べ き者 に は貢 を納 め,税 を 納 む べ き者 には 税

を 納 め,恐 るべ き者 は恐 れ,敬 うべ き者 は 敬 い な さい 」(ロ

マ13:7)1と 勧 告 した 。 この言 葉 が信 仰 箇 条 と一 致 す る こ

とは否 定 で きな い 。

わ れ らは,王,大 統 領,統 治 者,長 官 に従 う べ き を 信

じ,ま た法 律 を 守 り,敬 い,支 うべ き を信 ず。

その他の信仰箇条

信 仰 箇 条 第 一,第 四,第 五,第 六,第 七,第 十 二,第 十 三

条 に つ い て 考 えて き た。 そ の他 の箇 条 は パ ウ ロ の書 簡 に同 じ

言 葉 で述 べ られ て は い ない が,書 簡 全 体 を 通 じて 間接 的 な形

で言 わ れ て い る。 もち ろ ん なか に は見 出 しが た い もの もあ る

が,こ こで他 の聖 句 を 引 用 す る こ と はや め よ う。 「モル モ ン

経 」,「 この(ア メ リ カ)大 陸 に建 て られ 」 とい う言 葉 は紀 元

1世 紀 の ギ リシ ャ語 原 本 に は 載 って い ない 。 しか し福 音 のす

べ て の事 柄 の背 後 に流 れ る もの は,パ ウ ロ の書 簡 の中 に十 分

見 出 す ことが で き る。

信仰箇条第二条:罪 に対する罰

信仰箇条第二条は,パ ウロの言葉の二箇所を結びつけて構

成できる。第ご条は以下の通 りである。

われ ら・は,人 は皆 各 々 其身 に て な した る罪 に対 して 罰 を

受 け,ア ダ ム の答 に対 して罰 を 受 け ざ る こ とを 信 ず 。

この箇条には二つの基本的な考えが含まれて い る。 第 一

は,人 は自分のまいた実を刈ること,第 二は,人 はアダムの

堕落に対 して罰を受けないことである。

ま ちが っ て は い け な い,神 は侮 られ る よ うな か た では な

い 。 人 は 自分 の ま い た もの を,刈 り取 る こ とに な る。(ガ

ラ テ ヤ6:・7)
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は,わ た しの福 音 に よれ ば,神 が キ リス ト ・イ エ ス に よ っ

て 人 々 の 隠 れ た 事 が らを さば か れ る そ の 日 に,明 らか に さ

れ るで あ ろ う。(ロ マ2:14-16)

それゆえに,「 すべての人々に……何所なりとも,如 何様

なりとも,ま たは何な りともこれを礼拝することを妨げず」

というのである。神を礼拝する権利は,ど んな時にもあらゆ

る人 に与 えられる特権である。

こうして,信 仰箇条の十三ケ条がパウロの書簡 と密接な関

係のあることを学んできた。8つ の文章はほとんど完全にパ

ウロの言葉か ら引用 したものであり,他 の文章 も内容におい

ては確実に関係がある。それ らはパウロの手紙に見 られる主

題 と一致 している。ジョセブ ・ス ミスがパウロの教えを1ペ

ージの文章に凝縮 して著わしたことは,彼 に与え られた霊感

と,福 音に対する深 い信仰を反映するものである。初期の使

徒たちの教会の信仰箇条は,近 代の予言者の経験の中によみ

がえ り,我 々はその信仰箇条を自分たちのものとしているの

である。

注1ペ テ ロ も同 じよ う に聖 徒 た ち に勧 め た。 「王 を尊 び な

さい 」(1ペ テ ロ2:17)

高 慢
ポ ー ルR.チ ー ス.マ ン

一 マ ン人 サ ムエ ル が ニ ー フ ァイ人 に悔 い 改 め る よ う警

レ

告 した 時,必 ず破 滅 が来 る と知 らせ た 。 な ぜ な らば,

・・あなたたちがその時までいたずらに生涯を送って手に

入れることのできない幸福を求め,罪 悪をしなが ら幸福を求

めたが,こ のような行いは私たちの偉大なる永遠の頭の性格

である義にそむ くからである。(ヒ ラマン13:38)

ニーファイ人は高価な衣服や宝石のようなこの世の物に心

を執着させ,他 入の労働を食い物にし,高 慢に満ちていた。

ニーファイ人の背教はあまりにひどい状態であったため,

人々の不義の理由が研究の対象 となっている。当時の状態を

知れば,私 達は恐 らく,社 会や個人の生活において将来に予

想される誤 りを未然に防 ぐことができるであろう。少な くと

も,こ れは歴史の持つ一つの長所である。

背教者ニーファイ人のよこしまな行ないをしながらも幸福

を探 し求めるとい う目標が,ど んな動機づけとなったか,前

述のサムエルの言葉に留意 していただきたい。 「罪悪は決 し

154

て 幸 福 を生 じた こ とは な い」(ア ル マ41:10)こ と を アル マ

が 知 り,息 子 に教 え た よ うに,間 もな くニ ー フ ァイ人 も苦 し

み を味 わ う こと とな った の で あ る。

た しか に幸 福 を得 る こ とは入 間 だ れ し も の 目標 で あ る。 あ

る者 は神 の計 画 に従 って幸 福 を探 し求 め,ま た あ る者 は神 の

方 法 が 一 番 良 い こ とを知 って い て も悪 の力 に従 って 幸 福 を求

め る の はな ぜ な の だ ろ うか。

ニ ー フ ァイ は ニ ー フ ァイ人 の悪 の理 由 を 明 快 に説 明 して い

る。

・・私の子孫がその高慢 と悪魔の誘惑 とのために,私 の兄

弟たちの子孫に征服され るのが見えた。(1ニ ーファイ12:

19)

ニーファイが数え切れないほどの 「悪魔の誘惑」の中で高

慢を強調 しているのは意味があると思われる。事実,高 慢と

いう言葉は背教に関係 してモルモン経の中に60回 以上も見ら

れる。

主はいつ も戒めに従順である者を祝福 される。 これは主の
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自分 を変 え る経験

リ ー ドH.ブ ラ ッ ド フ ォ ー ド

「夜:あけ だ
,朝 あ け だ」i

_う して,彼 らが ス テ パ ノに石 を投 げ つ けて … …。 サ ウ
ー

ロは,ス テパ ノを 殺 す こと に賛 成 して い た。 … … さて

サ ウ ロは,な お も主 の弟 子 た ち に対 す る脅 迫,殺 害 の 息 を は

ず ま せ な が ら,大 祭 司 の と ころ に行 っ て,ダ マ ス コの諸 会堂

あ て の添 書 を求 め た 。 そ れ は,こ の道 の者 を見 つ け次 第,男

女 の別 な く縛 りあ げ て,エ ル サ レ ムに ひ っ ぱ って来 るた め で

あ っ た。 と ころが,道 を急 い で ダ マス コ の近 くに き た と き,

突 然,天 か ら光 が さ して,彼 を め ぐ り照 した。 彼 は地 に倒 れ

た が,そ の 時 「サ ウ ロ,サ ラ ロ,な ぜ わ た しを 迫 害 す る の

か 」 と呼 び か け る声 を 聞 い た 。 そ こで 彼 は 「主 よ,あ な た は

どな た で す か 」 と尋 ね た。 す る と答 が あ っ た,「 わ た しは,

あ な た が 迫 害 して い る イ エ ス で あ る。 あ な た は 無 益 の 抵 抗 を

して 傷 つ く こと はで き な い 。」(欽 定 訳 使徒7:59,8:1,

91-5)

この経 験 の 結 果,サ ウ ロの全 生 涯 は一 変 し ま し た 。 彼 は

「諸 会 堂 で イ エ ス の こ とを 宣 べ 伝 え
,こ の イ エ ス こそ神 の子

で あ る と説 きは じめ た 」 の で す 。(使 徒9:20)

私 た ち ひ と りひ と りに対 す る主 の 計 画,主 の み こ ころ を正

し く理 解 す る と,私 た ち の 生 活 は一 変 じます 。 私 た ち の人 生

は は るか に豊 か な 「約 束 の 谷∫ へ 足 を 踏 み 入 れ ます 。 この新

しい 生 活 に は,論 争 で は な く,よ い もの を 生 み だ す 協 力 の態

度 が あ る ので す 。 それ ぞ れ の人 が 自分 に 備 わ っ た賜 や能 力 を

伸 ば し,そ れ らを 惜 しみ な く人 に わ か ち ま す 。 自分 を 孤 独 だ

と思 う人 はい な くな り,神 の家 族 の 一 員 な の だ と感 じます 。

も し一 つ の 肢 体 が 悩 あ ば,ほ か の肢 体 もみ な 共 に悩 み,

一 つ の肢 体 が 尊 ば れ る と
,ほ か の肢 体 もみ な共 に 喜 ぶ 。

(1コ リン ト12:26)

パ ウ ロ とな った サ ウ ロ は,そ の変 化 を 経験 しま した 。 改 宗

以前 に は 聖徒 た ちを 迫 害 して い た者 が,救 い 主 の 教 え,生 き

方,主 の教 会 に 従 い,終 始 変 わ らぬ献 身 を捧 げ る者 とな りま

した 。 この 世 で の つ と め を終 え よ う とす る頃,パ ウ ロは 言 い

ま した。

わ た しは,す で に 自身 を 犠 牲 と して さ さげ て い る。 わ た

しが世 を 去 るべ き時 は き た。 わ た しは戦 い を り っぱ に戦 い

ぬ き,走 るべ き行 程 を走 りつ く し,信 仰 を 守 り とお した。

(皿 テ モテ4:6-7)

私たちがまだこのような変化を経験 していないならば,ど

のようにしたらそれを経験できるで しょうか。特に大切なこ

とは次のふたつです。

第一に,私 たちは真理を知 りたいと望 まなくてはなりませ
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に君 は呼 ば なか っ た と言 え と み ん な に言 わ れ ま した 。 そ れ ま

で私 は,ア ンデ ィー は小 犬 の よ うに従 順 な 目つ きで私 を 見 つ

あ るの で,私 の ことを 他 の人 と違 う特 別 な好 意 を も って 見 て

い るの だ と思 って い ま した 。私 は そ の こと を うれ し く思 って

い ま した 。

私 は今 で も,そ の 時 ア ンデ ィー が 木 の う っそ う と茂 っ た暗

い ま っす ぐな 山道 を こち らに 向 か って走 って き た様 子 を,忘

れ る こ とが で きま せ ん 。 彼 は,リ ムに水 ま き ホ ース を ま きつ

けて タイ ヤに した ガ タ ガ タ の婦 人 用 自転 車 に 乗 って き ま し

た。 こ ち らに 向 か って 来 るア ンデ ィーの シ ャ ツ は,木 々 の間

か ら射 す 月 の 光 を う け て影 が万 華鏡 の よ うに 変 化 しま した。

彼 は それ まで に な く楽 し そ う に見 え ま した。 い つ も大 人 の よ

うな 生 活 を して い た この少 年 は,今 や 仲 間 の 中 で 一 息 つ いて

小 さ な楽 しみ を 得 よ うと して い た の で す 。

ア ンデ ィー は,テ ン トの と ころ に 立 って い る私 に手 を 振 り

ま した。 けれ ど私 は挨 拶 を無 視 しま した 。 ア ンデ ィー は 自転

車 を お りる と,話 しか.けな が ら私 の と こ ろ にか け よ って き ま

した。 他 の仲 間 は上 手 に テ ン トの 中 に 隠 れ て,静 か で した。

で も私 は仲 間 が 息 を殺 して 聞 き耳 を た て て い る こと を知 って

い ま した。

私 は,ど う して ア ンデ ィー は わ か らな い の だ ろ うか,私 が

ア ンデ ィー に突 っけ ん どん な こ とに 気 が つ か な い の だ ろ うか

と思 い ま した。

す る と急 に気 が つ い た ら し く,彼 の 表 情 は見 るか らに変 わ

り,お どお ど した様 子 に な り ま した。 そ の全 体 の様 子 は 「ひ

ど く悪 い こ とな の か い?で もい い だ ろ」 と い うよ うで した。

が っか りす る こ とに は 慣 れ て い る ら し く,そ うシ ョ ッ クで は

な か った よ うで した。

と ころ が,私 の 口 を つ い て 出 た の は 「ア ンデ ィー,ぼ くた

ち君 に来 て ほ し くな い ん だ よ 」 とい う言 葉 で した。 ア ンデ ィ

ーの 目に は大 粒 の涙 が 浮 か び ま した。 私 の心 に は そ の光 景 が

焼 きつ い て い るの で,今 もあ ざや か に そ の場 の様 子 が 思 い 出

され ま す 。私 を み つ め た彼 の 目 は心 に永 遠 に凍 りつ い て い ま

す 。 憎 悪 の 目で は あ りませ ん で した。 シ ョ ックや不 信 だ った

で し ょ うか 。 それ と も,私 へ の哀 れ み だ った の で し ょうか 。

つ い に彼 は,み じろ ぎ もせ ず,抗 議 の言 葉 も口 に せ ず に去

って 行 き ま した。 は じめ は足 も とが ふ らつ い て,な か ば ぼ う

然 と した様 子 で したが,自 転 車 に飛 び乗 る と,ス ピ ー ドを 出

して 走 り去 って い き ま した。

彼 を見 送 った私 が テ ン トに 入 る と,だ れ か が,そ れ は あ の

事 件 に一 番 関係 の な い無 責任 な子 だ っ た と思 うので す が,あ

の ア ンデ ィー を か らか う歌 を 口ず さみ 始 め たの です 。 と ころ

が,そ の子 は突 然,曲 の な か ば で歌 うのを や め ま した。

す る とみ ん な も静 か に な りま した。 み ん な黙 り こ くっ た ま

ま 何 も言 い ませ ん で した。 しか し,み んな は知 って い た の で

す 。、私 た ち は恐 ろ し くい けな い こ とを した のだ と い う こ と
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を 。 その 時,私 の心 に は主 の み こ とば が 思 い 出 され ま した 。

わ た しの兄 弟 で あ る これ らの最 も小 さい 者 の ひ と りに した

の は,… … …(マ タ イ25=40)

そ の時 私 た ち は そ れ ま で 知 らな か っ た こと を理 解 し ま し

た。 それ は決 して 心 か らぬ ぐい 去 る こ と ので き な い経 験 で し

た 。私 た ちは 神 の 形 にか た ど っ て造 られ た ひ と りの 人 を,抵 抗

を許 さ な い拒 否 とい う武 器 で い わ ば 殺 して しま っ た の です 。

あ る時 私 は ア ンデ ィ ーが 引越 して しま って い る こ とを知 り

ま したが,彼 は学 校 を休 む こ とが 多 い の で,い つ学 校 を や め

た の か は は っ き りわ か りま せ ん。 ど こか へ 行 って しま って,

も う会 う こ とが な くな っ た ので した。 そ の こ とで,私 の苦 し

み は何 倍 に もな りま し た。 あの 事 件 の の ち,彼 を 見 る と私 の

方 か ら避 け て い ま した が,ず っ と自分 が どん な に す ま な い と

思 って い るか を ど う した ら彼 に伝 え られ るか とひ と りで苦 し

ん で い た の で した 。私 は そ の機 会 を失 い ま した。 今 で は,た

だ ア ンデ ィーを抱 き しあて 泣 くだ け で充 分 だ った の に と悔 や

まれ て な りま せ ん 。

私 は そ の後 ア ンデ ィー ・ ドレイ クに会 い ま せ ん し,彼 が ど

こに住 ん で い るか も知 りませ ん。 私 は この15年 間 公 立 学 校 の

教 師 を して い ます が,そ の間 に何 百 人 もの ア ンデ ィー ・ ドレ

イ クに 会 い ま した 。 彼 らは,昔 あ の 時 に私 の 心 に 焼 きつ い て

離 れ な い あ の 同 じま な ざ しで私 を見 つ め ま した 。私 の良 心 は,

神 よ り与 え られ た た ま もの を伸 ば す機 会 を 受 けず にい る人 た

ちの 顔 に,ア ンデ ィー の お もか げ を 見 出 す の で す 。 ご存 知 で

し ょう。 今 の 私 は,彼 らが ど う感 じて い るか,彼 らの ひ と り

ひ と りが ど ん な こ とを感 じて い るか,よ くわ か る ので す 。 な

ぜ な ら,私 自身 も私 な りの ア ンデ ィー ・ド レイ ク だ か ら で

す 。

ア ンデ ィー,あ な た に話 を す る機 会 は も う遠 くに行 って し

ま っ た。 しか し,私 は話 そ う と努 め な くて は な らな い。 幼 な

か っ た頃 の友 よ,私 は あ な た が,受 け た犠 牲 に値 いす る もの

を学 んで い るよ うに と祈 る。 あ の 日 あ な たが こ の私 か ら受 け

た悲 しみ を,神 が祝 福 に変 え た ま わ ん こ と を。 あ の恐 ろ しい

日の思 い 出 が,そ れ に よ り慰 め られ る よ うに。

ア ンデ ィー,私 は 多 くの 誤 ち を おか す 。 お そ ら くそ う立 派

な教 師 で は な い と思 う。 しか し,私 の苦 しみ は この よ うな こ

とで和 げ られ るの だ。 私 は キ リス トの み こ と ば を思 い 出 す。

見 よ,お よそ す で に そ の 罪 を 悔 い 改 め た る者 は赦 さ れ,

主 な るわ れ もは や これ を 忘 るべ し。(教 義 と聖 約58:42)

そ して ま た,私 は も はや 決 して ア ンデ ィー ・ドレイ クを殺

しは しな い と,君 に言 い たいb
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て,テ ー プル に コ ップを お こ う と.した と き,コ ップ が て か ら

す べ って,ち ょう ど け ん ち ゃ ん の つ ま さ きの うえ に「ごつ ん」

とお とを た て て お ちて しま い ま した。 け ん ち ゃん は な きだ し

ま した。

「さあ さあ
,も うよ しな さい 。 そ ん な に お お き くな って,

ない て る な んて お か しい そ 。」 と お と うさ んが い い ま した 。

け ん ち ゃ ん は な き た くな か っ た の で す が,つ ま さ きが い た

くて か な し くな っ た の で した。 けん ち ゃ ん は な きや も うと し

て め を こす りま した。 あ か ち ゃん が な い た と き は,お と うさ

ん もおか あ さ ん もあか ち ゃん を だ っ こ して,な で た り,し ず

か に ゆす っ た り します 。 ま た あ か ち ゃん が へ や の なか で な い

て い ま す 。 おか あ さ ん は あ か ち ゃ んの ね て い るへ や に い っ

て,だ い てつ れ て き ま した。 あ か ち ゃ ん を しっか り うで に だ

い た ま ま,お か あ さ ん は ゆ りい す にす わ っ て しず か に い す を

ゆ ら しま した。 け ん ち ゃん は,あ か ち ゃ ん とお か.あさ ん が ゆ

らゆ らゆ れ て い るの を じ っ とみ て い ま した。 そ して,じ ぶ ん

もそ う して も らい た い とお もい ま した。

「マ マ
,ぼ くもや って,お ね が い 。」 け ん ち ゃ ん は お か あ

さん に た の み ま した 。

す る とお と う さん が い い ま した。 「そ ん な に お お き くな っ

て お か しい そQ」

け ん ち ゃん はほ ん と う にか な し くな りま した。

そ んな に お お きい の に/ま だ ち い さ す ぎ るか ら/そ ん

な に おお き くな っ たの に./ま だ ま だ ち い さい か ら./け ん

ち ゃ んの あ た ま は こ んが らか っ て しま い ま した 。 そ して あ ふ

れ て くる なみ だ を と あ る ことが で きな くな って し ま い ま し

た。 い そい で じぶ ん のへ や に は し って い って,ベ ッ ドの した

に も ぐ り こむ と.,け ん ち ゃん は しず か に な きま した 。

お と うさ んが,で か け よ う と して い るの が き こえ て き ま し

たが,け ん ち ゃ ん は ベ ッ ドの した か らで て きま せ ん で した。

おね え さ んが,と もだ ち とあ そ び に い こ う と して い るの が き

こえ て も,ま だ う こ こ う と しませ

/..気 んでした・ただそこにいて,し ず

1.〃 劾 かにないていました.
て〆重ノ _

ズ い.「野
　ゴ ヘ ロ ノ
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す る と,と つ ぜ ん 「マ マ は ね,け ん ち ゃん が だ い す きな の

よ」 と い うおか あ さ ん の や さ しい こ えが き こ えて き ま した。

ベ ッ ドのす ぐそ ば に お か あ さん が た って い る ので す 。

「さ あ
,で て ら っ し ゃい 。 マ マは けん ち ゃ んが ほ ん と うに

す き な の よ 。」 お か あ さ ん は い い ま した。 ρ

け ん ち ゃん は ベ ッ ドの したか らこ ろが りで ると,す ぐさ ま

お か あ さ ん の うで に とび こみ ま した 。 おか あ さ ん億,け ん ち

ゃ ん を ゆ りい す の と こ ろに つ れ て い くと,だ い た ま ま す わ っ

て しず か に い す を ゆ ら しま した。

「マ マ に は ね
,け ん ち ゃ んが つ ま らな そ うな の が よ くわ か

るわ。 わ た した ちが み んな,け ん ち ゃ ん は な に を す るに もお

お きす ぎ る し,ち い さす ぎ る と か んが え て い るよ うに お も う

で し ょ。 で もね,け ん ち ゃ ん に で き る こ とは た くさん あ るの

よ 。」

ふ た りは,け ん ち ゃ ん に で き る こ とを い ろい ろか ん が えて

み ま した 。 お か あ さ ん の お つ か い,あ か ち ゃん が お もち ゃを

な げ た と き,ひ ろ って あ げ る こ と,ご は ん の じ ゅん び の おて つ

だ い,お か あ さ んが あ か ち ゃん を お ふ ろに い れ て い る と き,

タオ ル や あか ち ゃ ん の き もの を じ ゅん び して あげ る こ と,お

か あ さん が ミル クをつ くっ て い るあ い だ に,あ か ち ゃ んを あ

や して あげ る こと な どで す。

お か あ さ ん は,け ん ち ゃん を しっか りだ い て い い ま し た

「み ん な
,け ん ち ゃん の こ とが だ い す き なの よ。 パパ もマ マ

もお ね え ち ゃ ん も。 そ して,て ん の お と うさ ま もけ ん ち ゃ ん

の こ とを あい して い て くだ さ るの よ。 だ か ら,こ う して,て

んの お と うさ ま は,パ パ や ママ に け ん ち ゃ ん を お くっ て くだ

さ っ た ん だ わ。 こん な か わ い い お と この こを お くっ て くだ さ

っ た,て ん の お と う さま に,パ パ もマ マ もま い に ち か ん し ゃ

して い る の よ。 け ん ち ゃん は,ち ょ うど パパ や マ マが ほ しい

と お もっ て い た よ うな こ ど もよ 。」

「だ け ど
,ぼ くも っ とお お き くな りた い な 。」 と け ん ち ゃ

んが いい ま した。

「い ま は
,そ れ で ち ょう どい い の よ 。」と お か あ さ ん が け ん

ち ゃ ん に い い ま した。 「す こ しず つ お お き くな って い って,い

まで き な い よ うな こ と もか ん た ん にで き るよ うに な るの よ。

も うす ぐ,じ ぶ ん ひ と りで じぶ んの コ ップ に ミル クを つ げ る

よ うに もな る し,も うす ぐあか ち ゃ んだ っ て しっ か りだ っ こ

で き るよ うに な るわ。 ほ ん との こと い う とね,け ん ち ゃん は

い ま で も も うそ の よ うな こ とが で き る と マ マ は お も って い る

の よ 。」

け ん ち ゃん は,お か あ さん の せ なか に て を ま わ して い い ま

:した。 「ぼ く,マ マだ い す き 。」

お か あ さん は け ん ち ゃん を ソ フ ァー の うえ に お ろ し ま し

た。 そ して あ か ち ゃん の ね て い るへ や か らあ か ち ゃん を つ れ

て きて,け ん ち ゃん の うで にだ か せ ま した。 お か あ さん もそ

の そ ば に す わ りま した 。 けん ち ゃん は あ か ち ゃん を ぞ う っ

と,ち ゅ うい して だ きま した 。 そ して に っ こ り しま した。 け

ん ち ゃ ん は うれ し さで い っぱ い で した。
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山の中腹か ら,ト ラックのあげる砂 ぼ こりを 目でおい なが ら,リ

トル ・クリケ ッ トは悲 しくな りま した。 自分 も,だ いす きな おかあ

さんを助 けて役 に立 ちたい,そ う思 ったのです。 その朝早 く,ま だ

太陽がのぼ らない うちに,お かあ さんは リ トル ・ク リケ ッ トを起 こ

して,暖 かい朝 ごはんを食べ させ ました。 そ して リトル ・ク リケ ッ

トが羊の番を しに行 く前に,お かあ さん は短 いお祈 りを しま した。

「わた したちの家をおま もり下 さい。 わた したちのまえに,平 安

があ りますよ うに。 またわた した ちのまわ りのすべて のものに,や

す らぎがあ りますよ うに。」

リトル ・ク リケ ッ トは,ず っと前か らよ く聞いてきた,お かあ さ

んの この お祈 りが好 きで した。 けれど も,も っとすきなお祈 りがあ

りま した。それは,時 々家 に話 しにや って くる宣教師たちのお祈 り

で した。彼 らは リ トル ・ク リケ ッ トの ことを 「かわいい兄弟」 とよ

び ました。そ して リ トル ・ク リケ ッ トは,宣 教 師たちの話す不思議

な ことを いろい ろ考 えてみ ま した。 宣教 師たちは,丘 や星や地上の

すべての生 きものを おつ くりにな った偉大 な天 のお とうさまの こと

について話 して くれ ました。 そ して,そ のお とうさまは,ど んな に

小 さな羊で も,死 にかか って いるすず めでも,す べての ものをみま

も って くだ さると言 いま した。宣教 師たちは,ま るで偉大な天の お

とうさまが家の 中にみ んな とい っしよにいるかのよ うに,話 しかけ

るよ うにして お祈 りしま した。 「天 のお とうさま」宣教師た ちは よ

くそう言 いま した。 リ トル ・ク リケ ッ トは何 も見る ことはで きませ

んで したが,心 の中が暖か くな り,天 のお とうさまがそばにい るの

を感 じました。

羊のむれが,草 を食べ なが ら山をのぼ り,そ のあ とを リ トル ・ク

リケ ッ トが見 まもりなが らつ いて いきます。 リトル ・ク リケ ッ トは

歩 きなが ら,谷 間 の方 に目をや りま した。 しか し トラ ックも,砂 ぼ

こりも,も う見 えな くな って いま した。高 い牧草 地につづ くけわ し

い道をの ぼる前 に,羊 たちに水 を飲ませて少 し休ませ ようと,リ ト

ル じク リケッ トは大 きな泉 のある ところで とま りま した。そ して,

あす交易所か ら戻 って くる シ トソ シェがや って来て,交 代す るまで

その高い牧草地 にいよ うと思 ってい ま した。二人 は,お かあ さんが

毛布をつ くるのに必要 な羊毛や シチュー用 のマ トンを手 にいれ るた

めに,夏 の問ず っと交代で羊の番を した り,世 話 を して い た の で

す。 リトル ・ク リケ ッ トはた った一人で 山にいても,こ わい と思い

ませんで した。そのあた りで は,も う長 い間や じゅうを見かけた人

が出ていなか ったか らです。

その大 きな泉のそばで羊た ちとぶ らぶ らしている と,ふ と地 面に

何かの跡 を見つけま した。 それはや わ らかな土 の上 に見 られ る動物

の足跡 の ようで した。ず っと昔,リ トル ・ク リケ ッ トはお とうさん

か ら動物の跡 のつけかたを習 った ことが あ りま した。彼 は か が ん

で,そ の新 しい足跡 を調べてみま した。 そ して思 わず助 けを求めに

走 り出 したい気持にな りま した。 それ は大 きなアメ リカ ライオ ンの

足跡だ ったのです。丘の少 し上の方 に目をや る と,そ こでは羊が一

匹死んでいま した。 血まみれの皮や骨を見 ると,ま だ殺 されて問 も

ない ことがわか りま した。 おそら くきの うの夜で も殺 されたので し

よ う。 その大 きな殺 し屋の ライオ ンは,リ トル ・ク リケ ッ トが羊の

.世話を してい る,牧 場のそばの木 にひそんで いたのに違 いあ りませ

21子 供 のぺ72

ん。 リトル ・ク リケ ッ トの胸は ドキ ドキ して きま した。 暗 くな って

アメ リカ ライオ ンが羊のに おいをか ぎつ けて殺 しにや って こない う

ちに,羊 を山か らおろ さな くて はな らないのです 。「アメ リカライオ

ンな ら,リ トル ・ク リケ ッ トぐらい一 口で食 べて しま うだ ろうな 。」

彼 は,ホ ステ ィー ン ・ヤ ッツィが じょうだん半分 におかあ さん に言

っていた言葉 を思い出 して,身 ぶ るい しま した。羊た ちを集 めて移

動させ るため に,岩 をはい登 って いる と,し げみの中 に,生 まれた

ばか りの羊の赤 ちゃん を見つ けま した。生まれたばか りで,そ の よ

ろよろ した足では立つ こともで きないのです。 おかあ さん羊 はそば

で殺 されていて,そ の子羊 はおなかをすか してい るのです。 リ トル

・ク リケ ッ トは どうすれ ばよいのかわか りませんで した。 どこか木

陰で,ア メ リカ ライオ ンが ね らってい るか もしれな いのです。 いつ

まで もこの子羊 にか ま って いる ことはで きません。急 がなければ…

…。 けれ ど リトル ・ク リケ ッ トは,天 の おとうさまがどんなに小 さ

な鳥で も見守 って くださる ことを考 えて,自 分 もこの死 にかけて い

る子羊 のめんど うをみてあげなければい けないと思 いま した。

すす り泣 きを しなが ら子羊を腕 にだ きかか える と,リ トル ・ク リ

ケ ッ トは声 を出 して,も の φさそうな羊 たちを集 めて岩 の上をつま

ず きなが ら進 みま した。 陽が落 ちて きて,地 面 に うつ る影 も長 くの

びて きま した。 リトル ・ク リケ ッ トはい っ しょ.うけんめいに,羊 た

ちを谷間 につづ くほ こりっぽい道へ と追 いや.りました。羊 たちはむ

りや り急が されるので,う るさ くな きま した。 そ して リトル ・ク リ

ケ ッ トも,腕 に子羊 をかかえなが ら羊を追 うのに疲 れてきま した。

こう してや っと羊 たちを家の囲いの中 に安全 に入れた時は,も うほ

とん ど暗 くな って いま した。おかあ さん のサニも シ トソシェもまだ

戻 って きて いませ んで した。 リ トル ・ク リケ ッ トは,子 羊 たちがの

みやす いよ うに,お かあ さんが特別 に作 って おいたかわの袋にあた

ためたや ぎの乳を入 れてのませま した。 それ か ら家 の中にあか りを

とも して,子 羊が休 む ことがで きるように,あ たたかいベ ッ ドを作

って あげま した。

リ・トル ・ク リケ ッ トは,子 羊を,そ して家 の羊たちを救 ったので

す。 おか あさんのサニの助けをす るの に,そ して天 のお とうさまの

助けをす るの に,背 が高い ことも,強 いことも,ハ ンサムな ことも

関係ない よ うです。静 ま りかえ った夜 に,ト ラックのけいてきが聞

えて きま した。 おかあ さんが戻 って きた のです。 あ した に な っ た

ら,お か あさんは男 の人 た ちにたのんで,殺 し屋 の アメ リカライオ

ンのあ とをつ けて もらうことで しよう。

リ トル ・ク リケ ッ トの心 にふたたび暖かな気持 が もど りま した。

サ ニの朝の お祈 りはきき とどけ られたのです。 あた りはほん とうに

しずかでやす らいで いま した。

みな さんは神 さまの大切 な子供 です。

御霊 みずか ら,わ た したちの霊 と共 に,わ た した

ちが神の子で ある ことをあか しして下 さる。

ローマ人へ の手紙8章16節

みな さんは神 さまの子供 です か ら,リ トル ・ク リケ ッ トの ように

大 切な ことをす ることがで きるのです。 みな さんにで きるもの にど

んな ものがあ りますか。
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*少 女が知 った こと

な ること,す なわ ち

教 会に集 い末 日聖 徒にふ さわ しい者 と

最 もす ば ら しい特権

マ リ リ ン ・ マ ク ミ ー ン ・ ミ ラ ー

る日曜 日の朝,教 会へ行 く途中で,数 人の少年たちが
あ 校庭でボール遊びを しているのを見かけました。破れ

たジーパンとシャツを着て,メ ンバーの一人がゴールライン

に入った時には楽 しそうに手をたたきなが ら歓声をあげてい

ま した。ほんとうに楽 しそうな試合で,日 曜日でなかったら

すば らしい活動に違いないと思いました。

私の知っている少年たちも何人かいました。それは末 日聖

徒の子供たちで した。 しか し彼 らは,人 生でもっともすばら

しい祝福すなわち教会へ行 く特権を逃 しているのです。恐 ら

く教会へ行 くことを,特 権ではなく束縛あるいは重荷に感 じ

ていたので ょう。

思い出す と,私 にも,そ のように感 じられた時がありまし

た。 しか し,私 の人生に特別な時が訪れ,末 日聖徒であるこ

とがいかにすば らしい特権かを知 ったのです。

子供の日曜学校の生徒だった頃の私は,安 息日を聖 く保つ

こと,あ るいは末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の会員となっ

た時に家族が受けた責任などにはほとんど関心がありません

で した。両親 と一緒に神殿に行 って結び固めを受けたときは

うれ しかったのをおぼえています。プライマリーも大好 きで

した。 しか し,長 い集会や断食,話 をさせ られたり什分の一

を払うことはいやで した。

弟が生まれた時,私 たちの住んでいた地区にはモルモン教

徒がいませんで した。私の家は中流の3階 建てレンガ造 りで

北にスラム街,公 園を隔てて高級住宅街を控え,両 極端な階

層の間に位置 していました。

私は,公 園の向こうの美 しい家に住む金持の子供たちと友

達になることばか り考えていたので,他 のことは何 も頭にあ

りませんで した。ですか ら,あ る家の少女から日曜 日に彼女

の両親 と共に農場へ行って乗馬をするように誘われた時には

うれしさのあまり興奮 してしまいま した。 日曜学校へ行 けな

いことも忘れていました。母の言葉で,そ の日曜日子供の日

曜学校で聖句を暗唱する約束があることを思い出 した時は,

ほんとケにがっかりしました。

どうして教会へ行かなければならないのか。私がなぜ聖句

を暗唱しなければならないのか。私の友達の中には,教 会へ

行 ったり,什 分の一を払ったり,あ るいは断食をする必要の

ない人がいるが,そ れはどうしてだろうか。私たちが教会に

入る前には,自 分の思う通 りにできたのに。私はその時束縛

を受けているように感 じて,ひ どくうらめしい思いをしまし

た。

や さ し く賢 明 な 母 は,簡 単 に こ う言 っ て い ま した。 「教 会

か ら離 れ た くは な い で し ょう。 最 もす ば ら しい特 権 な の よ」

私 は そ うは 思 って い ませ んで した。 しか しあ の 少女 の 家 に

行 く と,農 園 へ は続 けて 何 回 か の 日曜 日の午 後 に わ た って 出

か け るの で,も し私 が 暇 な ら,来 週 の 日曜 日に も行 って 欲 し

～
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質 問 の 技 術

ス タ ン レーM.グ ラ ボ ウ ス キ ー

師は主題を提出する場合にも生徒をテス トする場合に教

も質問を用いて,レ ッスンを進める上で大切な道具に

している。立派な教師と言われる人は概 して質問する技術を

身につけているようである。経験を積んだ教師は質問のし方

を知っており,質問によって生徒の関心 と好奇心をかき立て,

注意を主題に集中させ,討 論を活発にし,生 徒の考えを導 く

と同時に生徒から実例や意見を出させる。

質問に対する答え方は質問のされ方と質問された時の言葉

の使い方によって決 まり,い ずれ も大切である。最:初にいろ
〆.

いうな質問の種類について老えてみよう。

1.事 実に関する質問6こ れは最 も簡単な種類の質問であ

り,通 常情報を得,生 徒の知識をテス トす るために用いられ

る。 これ らの質問は,新 聞記者が最初に学ぶ一いつ,だれが,

どこで,何 を一という4つ の言葉で始まる。たとえば,「 イ

エスはどんな方でしたか」 「聖書の地 とはどこですか」 「戒

めとは何ですか」等というように。

2.拡 大質問はつけ加えるような事柄を知 らせるために用

162

いられる。見過ごしにされるか も知れないような点に生徒の

注意を促す場合に効果がある。 こういった質問は,「 そ

の他に何が……」 「なぜですか」 「なぜそうではないの

ですか」とい うような言葉で始まる。

3.証 明を促す質問は古い考えに挑戦 させ,新 しい考

えを発展させ る方法である。:普通,な ぜ,ど のようにと

いう言葉で始まる。たとえば,「 クリスチャンはなぜ日曜日

に礼拝するのですか」 「どうして聖書が神の霊感によって書

かれた言葉だとわか りますか」等である。

4.調 整質問は生徒の考えを導 くたあに最 も良い方法であ

る。またグル ープの意見を一致させるためにも良い。 「山上

の垂訓が今 日にも応用できると皆さんは思いますか」 「石田

姉妹 と川原兄弟が発表 して くれた二つの意見を結びつけるに

はどうしたら良いで しょうか」等が調整質問の例である。

5。 仮説質問または 「か こつけ」質問は新 しい創造的なア

イディアを導 くために用いられることがある。 もしとか仮に

という言葉で始まることが多い。たとえば,「 もし明日世の

終 りの日が来るとしたら,あ なたはどうしますか」 というよ

うな質問である。

6.択 一質問は主 として結論に到達させるために二つ以上

の方法を評価させる方法である。 「私たちはどちらを……べ

きですか」 「これらのどちらが……」 という言葉で始まる。

質問を選び,言 葉を考えることで,よ うや く半分が終 った

のであり,教 師は次にだれに質問するかを決めなければなら

ない。質問の し方には基本的に言 って三つある。

第一,間 接質問は生徒個人よりも全体に向けられる。生徒

は自由に答える。この種の質問は全員に考 えさせ,特 定の生

徒に照準を合わせない。

第二は直接質問で,指 名す る。質問を してか ら生徒を指名

するよう注意 しなさい。指名を最後にすると,生 徒全員が注

意を向け,考 えるか らである。直接質問は発言を しない生徒

を討論に加わらせる上で効果がある。

第三は反対質問または再直接質問(討 論の際に用いること

ができる)で,質 問をした生徒あるいは,他 の生徒,全 員に

質問をする。別の生徒または生徒全員に再び質問を向ける場

合は,リ レニ質問とも呼ばれる。例をあげれば,「 松山姉妹

4
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(1969年10月2日 扶助協会年次総大会

ステー キ部管理会集会での説教)

神讐灘 驚 欝 繋'
そして主はその恵みがすべての家庭に

もた らされるよう望んでお られる。

伝道によって改宗 した家族であれ,

何世代 もの間教会に連なってい る家族

であれ,神 権の恵みは,キ リス トの福

音を理解 し,キ リス トの福音に従って

生活する時にはじめて もたらされ る。

特に神殿の儀式が強調されている。

みたまの導きを受けている我々の宗教

を立証 している事実と神殿結婚の正 し

い意味を理解する時,こ の神聖な儀式

が家庭生活における真の成功の基盤で

あることを知る。それはこの世での幸

福,来 世での昇栄の基いでもある。

神殿の儀式は神権を持てる家族にと

って確信 となり,正 しく理解 されるな

らば,.義 なる生活,神 を畏れる生活へ

の扉を開 く。 これに代 るものはない。

このように福音に従 った生活をする

ならば,福 音に伴 うあ らゆる祝福が必

ず もたらされる。まさしく天の窓が開

かれて,あ ふるるばか りの恵みが与え

られるのである。

神聖な神殿内において,真 に忠実な

者に天の恵みが与 えられる。そ して,
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その神聖 な場所か ら,我 々が強い家庭

生活,夫 婦間のやさしく,神 聖な関係

を築 くための祝福を家庭へ持ち帰る。

神権に関わる神殿の儀式の祝福は男

女とも同 じであり,何 の相違;もない。

結婚の儀式での結び固めの祝福は男

女に差別なく与えられる。

福音を通 じて再び執行される従順の

誓約は男女とも全 く同 じである。教会

に標準は一つ しかないQ

また約束された祝福 も同 じである。

主が従順なる者に天の窓を開いて,あ

ふるるばか りの恵みを与えると言われ

たが,主 はこれ らの祝福を分けて,あ

る祝福を男に,そ の他を女に与えられ

るだろうか。

神は人をかたよりみられない。

たとえば,若 い二人が神の宮居で結

婚する時,二 人は共に神権のもとに同

じ誓約に入 り,神 の恵みに関して同じ

約束を受けるわけである。

この夫婦が この神権を二人の新家庭

に持ち込む ことは,ど ういう意味を持

つであろうか。

それは,神 の権能,祝 福に関わる誓

約,家 庭を守 り,築 き,清 める権能,

病気の際のいや しの力,子 供達を教育

するための霊感,家 庭を 宮 居,避 け

所,平 安の場にする聖めの力を家庭に

持 ち込むことである。

このような家庭が築かれるな らば,

それは単に家庭が食物をとり,眠 り,

車をとめてお くだけの場ではなくなる

それは家族が永遠に結ばれる永遠の

関係のは じまりである。

ここで,し ば らく以下のことを考え

神 権

てみよう。

夫婦は永遠に結び固められるが,何

によって結び固め られるのだろうか。

聖なる神権である。

子供達は生,死,復 活により両親に

結び固められる。何の権能によってで

あろうか。神権である。

幼児が病気になった時,何 の権能に

よりその家庭内で祝福を受け,い やさ

れ るのだろうか。神権の権能である。

また家庭内に死が侵入し た と した

ら,亡 くなった人はどんな永遠の権能

によって,来 世における喜びにあふれ

る再結合の時に,そ の家族との関係を

継続できるのだろうか。神権の権能で

ある。

我々がもし福音の中に生活するなら

ば,家 庭生活のあらゆる面で神権の力

を受けることができる。このような家

庭における生活規範 はといえば,神 が

権能を与えたもうた僕達によって与え

られた神権に関わる標準に一致するこ

とである。

このように家庭は,神 権の影響力の

もとに家族の祈 りを行ない,神 権によ

り育まれたふさわ しい雰囲気の中でゲ

ームを し,歌 を歌 う限 りにおいて,神

の導 きを受ける神聖な場所となる。

子供はすべて,か よわい木と同 じよ

うに神権の力の もとに義の道へと導か

れ,影 響と教えを受けな くてはならな

い。

純潔の力と罪の虚弱作用は神権の光

に照 らすと著 しい相違を見せる。神権

の影響力の もとに知恵の言 葉 は 愛 さ

れ,純 潔は道徳のモットーとなり,正
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て互いに親切にするよう教えられたの

は主である。主は許 し,寛 容,忍 耐,

がまん強さを教えられた。 これ らは家

庭内で行なわれて こそ,最 大の意味が

ある。これ ら基本的な性質を身につけ

ないで,主 のみ前に進む ことができる

だろうか。

しか しながら,あ る家庭ではこれ ら

を破ることが習慣になっている。兄弟

達が利己心や視野の狭さか らそのよう

な環境を作 りあげるということは,彼

らのもてる神権を軽んじ,汚 している

ことなのである。

神の律法をひそかに破って も,や は

り神の戒めを破 ることになる。家庭と

いう四つの壁の中で起こり,公 共の場

で起ζ・ったのではな くとも,そ れが理

由で事の重大さが減るわけではない。

大衆の面前では敬けんな様相を呈 し

ていても,家 庭内ではその逆の人がい

る。このように裏表のある人は神権を

軽ん じているのである。そして神は偽

善者をさげすまれる。

男性は妻子に親切にし,思 いやりを

示すべきであるだけでな く,自 らの模

範により,息 子に自分を見習わせな く

てはならない。

婦人を敬 うことは,神 権を尊ぶ上で

な くてはならない要素である。神権が

真に神の御子の神権の聖なる神権であ

るならば,神 の御子の属性は,こ の神

権に属するすべての人々に表われてい

なければならない。

我々はこの聖句を忘れて は な らな

いo

神権の権能は天の能力と固 く結びつ
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きて離るべからざるものにして,天 の

能力は正義の原則によりてのみ支配 し

運用 し得るものなり。 この権能のわれ

らに与えらるる事 もあらん は真 実 な

り。されどもし己が罪を蔽いか くさん

とし,わ れ らの高慢,空 しき野望を充

たさんと企て,ま た幾分にても正 しか

らざることによりて人の子 らを 支 配

し,統御 し,強 制せんとする時は,見よ

諸天は退 き去 り,主 の 「みたま」悲 し

む。主の 「みたま』退き去 らば,神 権

またはその人の権威は終 りなり。(教

i義と聖約121:36～37)

神権に関する責任を家庭内で夫や息

子に教 える時,こ の聖句を読 む と良

い。

しか し,天 の力の何たるか が わ か

り,両 親と子供が共に尊ぶならば,天

の力はこの世において口に表わし得ぬ

喜びと,永 遠に続 く家族の結合をもた

らす。

家庭はある意味で教会の小 さな支部

に似ている。教会のプログラムがその

中にあり,愛と義の中に神権が管理 し,

家族全員に愛 と一致がなければならな

い。他のどこよりも福音が効果的に教

えられねばならない。そ してこの福音

を効果的に教えるということは,ゆ っ

たりとした雰囲気の中で行なわれるべ

きである。そのような環境にあってこ

そ,子 供は愛を学び,福 音を喜びとす

る。 しかし,子 供は福音を喜びとしな

ければ,福 音に対 して従順になれない

ことを忘れないように しようではない

か。

多 くの家族に神権の行使を妨げ るよ

うな環境のあることを我々は認 めてい

る。ある場合には,父 親が教会員でな

かったり,夫 または父親が亡 くなって

いるなどである。また結婚の機会を見

つけられないでいる多 くの立派な女性

がいる。

しかし,こ のような家族 に お い て

も,神 権の力を享受できる。
ら

信仰厚い妻や母親は子供達に祈るよ

う,ま だ福音を信 じ,福 音 に従って生

活す るよう教 えるであろう。

すべての姉妹はワード部全体の父親

である監督に教えと導 きを求めるであ

ろう。またホーム ・ティーチャーの教

えと導きをも受けるべきである。ホー

ム ・ティーチャーの影響力は訪問の際

だけでな く,ワ ード部または支蔀の全

会員に絶えず近 ぐあ り,援 助を得 られ

ることを感 じることができ る で あ ろ

う。

ホーム ・ティーチャーは必要な時に

祝福を求められる。彼 らは助言 し,忠

告を与える。

教会のあ らゆる家族は神の神権の霊

感あふるる導 きを得 られるのである。

それゆえ,我 々は神権,す なわちこ

の世で我々に与えられた神の権能がな

ぜ与えられたかを知ろうではないか。

そ して,聖 霊の力だけでなく,神 に

よりまさしく聖任 された僕の現実の姿

を通して,神 権の目的,す なわち祝福

と導 きと心身の高揚を もたらし,す べ

ての家庭に神が玄 します ことを確認す

ることを忘れないようにしようではな

いか。

鰯
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に教会の責任を避けたり,教 会で行なわれることに不平を言

っているのでは,「 最初のお皿」の行動と同 じです。教会の

役員の前で賞賛の言葉を述べることにより,子 供に尊敬と感

謝の態度,そ れ と表面的な見方を教えることはできます。 し

かし,家 で同 じ役員に対 して不平を言 っているとした ら,せ

っかく子供に備わったよいものもくずかごに捨てられるよう

に簡単に失われて しまいます。

働 くことすなわち祝福であると教えるにはどうしたらよい

のでしょうか。

両親が自分たちの若か りし頃について話す時,い かに一生

懸命働いたかを自慢するでしょうか。 こういった自慢は遠ま

わしに言 う不平にほかならないのです。 自分たちほど働 く必

要がな くて幸せだねなどと言 ったら,子 供は仕事か ら解放 さ

れ ることが祝福であるととって しまいます。前の実験で言え

ば,両 親は知 らない うちにくずかごに捨て る方の行動をとっ

ていることになります。積極的な仕事の取 り組み方には,熱 .
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意 と喜びが伴い,態 度に も表情にも満足が見られ る もの で

す。それではなぜ,両 親は教会での奉仕あるいは日々の務め

に殉教者のイメージを好んで持ち込むのでしょうか。犠牲を

なしているのだと思わせたいので しょうか。仕事における犠

牲は満足よ りも大きな祝福で しょうか。両親の態度 と模範に

ょって違って くるのです。

両親が口先きだけだったら,ど うなるで しょうか。

数年前,常 識を くつがえすような事件が少年裁判所に持ち

こまれました。十代の少女が万引きのかどで告訴されたので

す。報告によると,彼 女の母 も同 じような状況のもとで万引

きを して告訴されたことがあるという驚 くべき事実が判明し

ました。母親は涙なが らにこう言い'ました。 「私はとて も恥

しくて。娘が知っていたなどと思いた くあ りませんわQで も

私ばか りが悪いのじゃないわ。私だってよい母親になろうと

努力してきま したもの。私たちは教会に行 って,共 に家族の

祈 りをするようにいつ も努めてきたんですよ。」

保護観察官は身ぶるいをすると,頭 をふってこう言いま し

た。 「恐 らく格言を変 えなきゃならなし、のでしょう。共に祈

る家族は共に盗むとでもね。」 このような事件が 私たちに与

えるショックが大 きいだけに,両 親は原則に対 してなした働

きと照 らし合わせて,自 分の生き方の模範を検討 され るとよ

いで しょう。母親の話にあった教会へ行って祈 ることは積極

的な態度でしたが,恐 ろしいことに彼女は自分の行動によっ

て教会で教えている徳を低 めていたのです。

子供に対 して意識的に悪い思いを植えつけたり,悪 い模範

を示す親はありません。 しか し,弱 さのためや うっか りして

したことが不幸にも大 きな影響を与えるのです。性道徳に関

して も両親か ら話すのが一番良いのですが,笑 ったり不まじ

めな態度で話せば,子 供たちはもう一つのお皿にのっていた

お菓子を,す なわち教師が口で否定 しなが らも実際には楽 し

んでいた方を取るのと同じ反応を示すことで しょう。

多 くの親は,「 どうして うちの子はもっと本を読まないの

で しょう。」 とよ くこぼ します。 親の方でももっと楽 しく本

を読んでいるところを見せた方がよいと思います。親が熱心

に読書の楽 しさ,満 足感を語 りかけるとき,そ の言動が一致

していれば,子 供 にむ りや り読書をさせ るより効果がありま

す。喜んで教会の仕事をなし,よ い音楽や文学,絵 画,演 劇

聖典に親 しみ,創 造的な趣味を持つ こと,す なわち福音にそ

った生活をする両親は,子 供に与える最大の影響力つまり模

範の力を持っているのです。
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議 出圏地 方 部 新 設 さ る

主の御業の発展にともない,近 畿地方部が新たに近畿中国,近 畿四国地方部に分割され,新 たに二つの地方部長会が組織された .

灘 犠1㌶ll㌔
*5月3日 の近畿地方部大会で上記の地方部長会が支持され,主 の御業の大きな発展が期待 されます。

尚各地方部に所属する支部は以下の如 くです。近畿中国地方部;阿 倍野,東 大阪,堺,神 声,姫 路,岡 山の6支 部。

近畿四国地方部;京 都,岡 町,尼 崎,西 宮,高 槻,高 松,松 山,高 知の8支 部と決 りました。.
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プ ロゴ ル フ ァー

菅 ビ リ ー ・キ ャ ス パ ー 来 る

全 米 プ ロ ゴル フ ・ トー ナ メ ン トの チ ャ ン ピオ ンで あ る有 名 な ビ

リー ・キ ャス パ ー 兄 弟 が 万 国博 を 訪 問 され,そ の 後 阿 倍 野 支 部 に

立 ち寄 られ て,私 達 は証 詞 あ るお 話 を 聞 く機 会 に 恵 まれ ま した。

〈5月3日 〉

*万 博 モ ル モ ン 館 ニ ュ ー ス

万 国博 が 開 催 され て 早 や2ケ 月 を過 ぎ さ っ た5月 工5日現 在 で モ

ル モ ン ・パ ビ リオ ンを 訪 れ た人 々 の数 が 延 べ 人数 に して1,615,

000人 と発 表 され,5月3日 は1日 で55,000人 の入 館 が あ っ た 。

ちな み に 最 大 の 規 模 を 誇 る 日本 館 は延 べ3,318,866,松 下 館 は

延 べ2,227,022と 発 表 され て い る。 この数 字 を 見 る と小 さな モ

ル モ ン ・パ ビ リオ ンに非 常 に沢 山 の人 々 が入 館 され た こ とが わ

か る。

一 日本中央伝道部のページー
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東京 ス テーキ部 か らのお知 らせ
東京ステーキ部長 田 中 健 治

達は全会員の支持のもとに下記のプログラムを推 し進めることになりまし
私

た 。5月16日,17日 の第1回 ス テ ーキ部 大 会 で 提示 され ま した こ とが らを

私 達 の決 心 と共 に御 披 露 した い と思 い ま す。 火 の 玉 の よ う にな って 伝 道 と ホ ー ム

テ ィー チ ング をい た します 。 これ は神 様 の王 国 を私 達 の地 域 に急 速 に完 全 に築 き

上 げ るた め に最 も大 切 な プ ログ ラ ムだ か らで す。

5名 の七 十 人 会 の ユ ニ ッ トの方 々 を含 め て この10日 間 に42人 のス テ ー キ部 宣 教

師 の方 々が 面 接 を受 け て召 され ま した 。こ の方 々 と ワ ー ド部 の伝 道 ア ドバ イ ザ ー,

委 員 の方 々,会 員 の方 々 に よ っ て東 京 ス テ ー キ部 の生 み の 親 で あ る ビル ス 日本 伝

道 部 長 と密 接 な連 係 を保 っ て プ ログ ラ ムが行 な わ れ ま す 。 万 国博 の 会 場 よ り多 く

の カー ドが 毎 日送 られ て来 て お りま す こ とを感 謝 して お ります 。 こ の カ ー ドが す

ぐに葉 書 とな り,専 任 宣 教 師 の方 々 は求 道 者 の 方 々 と の家 庭 集 会 に集 中 して 頂 き

バ プ テ ス マ を お受 け に な った あ との レ ッス ン はス テ ー キ部 宣 教 師 が 親 し くお教 え

し3週 間 後 に は必 ず ホ ー ムテ ィ ーチ ャ ーが 割 当て られ,4回 目以 降 のバ プ テ ス マ

後 の レ ッス ンを 引受 け ま す。 レ ッス ンの 最後 に近 くな り ます と,ホ ー ム テ ィー チ

ャー の方 は新 しい 会員 の方 々 と系 図 の仕 事 に と りが か り ます 。 これ らの プ ログ ラ

ムは神 権 コー リ レ ー シ ョンプ ロ グ ラ ム と して 遂 行 され るわ けで す 。 ミお互 の心 が

内 に燃 え た で は な い かミ(ル カ24;32)は 大 会 の テ ー マで した 。 私 達 は兄 弟 姉 妹

同胞 の方 々 の た め に一 心 に働 きた い の で す。 ペ テ ロが キ リス トか ら三 度 繰 返 して

依 頼 され た言 葉 が今 私 達一 人 一 人 の 心 を と らえて い ます 。 ミ我 が 羊 を養 えミ と。

キ リス トが残 して下 さい ま した 新 しい誠 命 の,モ 兄 弟 姉 妹 互 に相 愛 す るミ こと は

御霊 の 支持 を天 か ら受 け て私 達 の 心 を 内 か ら燃 や し,外 か らは ま こと に神 の 実在

を 証 明 す る光 景 と して 人 々 に訴 え る ので す 。

私 達 は ア ジ ア最 初 の ス テ ー キ部 の一 員 と して 神 の子 供 と して の任 に耐 え る こ と

を世 界 中 の 方 々 に 示 せ る よ う に,与 え られ たつ と めを 忠 誠 を尽 して果 た す覚 悟 で

す 。 皆様 が 常 に清 い 幸 福 な 生 活 を送 られ ます よ う,全 て の良 い挑 戦 を お果 た しに

なれ ます よ う お祈 りい た します 。

☆5月9日 に は楽 しい フ ォ ー ク ダ ンス フ ェ ス テ イ バル を開 き ま した。 写 真 を 御 覧

下 さい 。

☆ 嬉 しい 出 来 事 の も う一 つ は5人 の姉 妹 の方 々が ゴ ー ル デ ング リー ナ ー賞 を お 受

け にな り ま した 。 重 松 紀 世 子(T3),岸 野 み さ を(T3),岡 安立 江(T2),井

上 礼 子(T3),石 坂 春 美(Y)の 方 々 で す。 お め で と う ござ い ま す 。

☆ 多 くの モル モ ン家 庭 が 誕 生 して お ります 。 今 年 の ソ ル トレー ク神 殿 へ は 当 ス テ

ー キ部 か ら も現 在248名 の方 が 申込 ん で準 備 中 で す。 系 図 は 期 限 月 を 迎 え て 大

忙 しです 。

☆ ス テ ー キ部 の ス ケ ジ ュ ー ル は次 表 の通 りで す。

ステーキ部スケジュール 東京ステーキ部

日 曜 日
月
暇
日 火 曜 日

水

暫
木曜

日
金 曜 日

土
曜日

PM7:00-8:00 PM7:00-9:00

第
一 坤権会 ピノネスデー・ 家 ステーキ部各神権 委貝会

PM8:00-10:00
ホ

1
M ステー キ部各親織会艮会、役 貝ニセ

PM8:00-10:00

庭
ステーキ部長会

ム
ステー キ部神権役員会

PM7:00-8:00 一 PM7:00-9:00

第 高等。}議員ワ..陪1二1、♪澗 の
ステーキ部各神権委 員会

PM8:00-9:00

ア
イ 1

ステー キ部各組繊会憂会、役1二会

PMe:00…]0=00

二 ステー一キ部指 導者 ワー ド部.乃問

夕

大祭司定 貝会会長会
PM9:00一]0:00

1

チ

ステー キ部神情役1桧

ステー・キ部 長会
ン

高 、上、ll'議} ワ..一ド部訪問 べ グ PM7:00一 一8:00

PM33 一4:30ス テー一キ部神銘r蟻会 PM7:00-8:00 A ステー.キ部II.「議会
第 PM44 ～5:40ス テー一キ部監督会墨歪セ ステーキ部各神権 委貝会 PM8:00-9:00

PMS5 一6=50大 祭 ・i腱貝会 PMS:00一]00 ステー キ部 芥組織会長会、役Li会

三 PM7.0 一8;00ス テ・.キ部監督果会 ステーキ部艮≦、 PMS:00ｰ10:00

PM8:0 一一H
.T口 臨,・1=価 ステー.キ部神権役員会

第

四

高等II1犠 員ワ..ド 部、」1聞

1'M3:00-5:30
スア.キ 部指導 者会

YM7:00-8:00

ステ.キ 部各神権委員会

PM8:00…10:00
ステ..キ 部艮会

PM7:00-9:00

ステ・.キ部各組織会k会 、役貝会

PM8:00・ 一10:00
ステー一キ部神権没貝会

第
PM7:00-8:00
ステーキ部各神権委員会 YM7:00-9:00

PM8:00-10:00 ステー.キ部指導 者集会

五1 ステー キ部長会
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、

自由曲 白い小馬を踊 る東 京第ニ ワー ド部
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